
























English　LanguageⅡ 30 開講区分 後期

学科・ｺｰｽ リゾートマネジメント 2 曜日・時限

１回目

２回目

３回目

４回目

５回目

６回目

７回目

８回目

９回目

１０回目

１１回目

１２回目

１３回目

１４回目

１５回目

準備学習
時間外学習

評価方法

受講生への
メッセージ

専門学校にて英語講師として10年勤務

【学習内容】

英語でのコミュニケーション、業界で必要な英語力を身につけます

【実務経験】

基本的な英語コミュニケーションができる

業界で必要な英語の語彙力アップ

健康診断や医療アドバイスを理解できる

時間と期間を表現できる

レッスン6-9の復習

助けを提供することができる

人々の計画や意図を説明できる

進行中の活動を説明できる

過去の活動について説明できる

過去と未来の活動を表現できる

レッスン1-4の復習

過去と未来の義務を表現できる

家庭内の問題について話せる

　【授業の学習内容】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

科目名
（英）

英語Ⅱ
必修
選択

選択必修 年次 2 担当教員 ODEGBARO TUNDE

授業
形態

講義
演習

総時間
（単位）

　【到達目標】　

授業計画・内容

人々の行動を説明できる

テストのための復習

テスト

テスト解説

授業内筆記（この授業専用のノートを用意してください。）

※注）　他の授業のノートと一緒にしないようにしてください。

各ミニテストの準備をしてください

最終テスト75％、授業内での発表数25％

 楽しくてわかりやすい方法で英語学習を楽しみましょう。 この講義は、国際社会でのコミュニケーションに必要な英語を話すスキルを身につけるのに役
立ちます。

　【使用教科書・教材・参考書】



English　LanguageⅠ 30 開講区分 後期

学科・ｺｰｽ リゾートマネジメント 2 曜日・時限

１回目

２回目

３回目

４回目

５回目

６回目

７回目

８回目

９回目

１０回目

１１回目

１２回目

１３回目

１４回目

１５回目

準備学習
時間外学習

評価方法

受講生への
メッセージ

　【授業の学習内容】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

科目名
（英）

英語Ⅰ
必修
選択

選択必修 年次 2 担当教員 ODEGBARO TUNDE　/　常井　大輝

授業
形態

講義
演習

総時間
（単位）

業界で必要な英語の語彙力アップ

授業計画・内容

人の好き嫌いについて話せる

個人的な背景や興味について話すことができる

【学習内容】

英語でのコミュニケーション、業界で必要な英語力を身につけます

【実務経験】

専門学校にて英語講師として10年勤務

　【到達目標】　

基本的な英語コミュニケーションができる

今後の計画について話し合うことができる

起こった出来事について話すことができる

レッスン1-4の復習

時間と期間を表現できる

旅行や休暇について話すことができる

困難な経験について話すことができる

テストのための復習

テスト

提案できる

あなたが住んでいる場所でやるべきことについて話すことができる

まだ起こっていないことについて話せる

レッスン6-9の復習

　【使用教科書・教材・参考書】　

授業内筆記（この授業専用のノートを用意してください。）

※注）　他の授業のノートと一緒にしないようにしてください。

テスト解説

各ミニテストの準備をしてください

最終テスト75％、授業内での発表数25％

 楽しくてわかりやすい方法で英語学習を楽しみましょう。 この講義は、国際社会でのコミュニケーションに必要な英語を話すスキルを身につけるのに役
立ちます。



Food＆BeverageⅡ 30 開講区分 後期

学科・ｺｰｽ リゾートマネジメント 2 曜日・時限

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

準備学習
時間外学習

評価方法

受講生への
メッセージ

メモが出来るものを用意して下さい。

小麦粉（国産小麦・外麦の違い）　　　　　　　※小麦の違い色々な粉で作るスポンジ生地食べ比べ　

バター・マーガリン・植物油脂について　　　　※バターとマーガリンの違い、その種類作り方、食べ比べ

植物油脂・動物油脂（生クリーム）について　　※生クリームの違い種類、各乳脂肪分の食べ比べ

ゲル化剤について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※ゼラチンなどの凝固剤で固まり方の違いをゼリーで食べ比べ

塩について　　　　 テスト対策　　　　　　　　　　　　　　　　　※塩の違い作り方　テスト対策

転化糖とB.Pについて　　　　テスト　　　　　　　　　　　　　　　※テスト　転化糖とBPについて、パウンドケーキで実験

ハーブ・スパイス・ミント・セルフィーユ・シナモン　　テスト振り返り　※テスト振り返り　スパイス・ハーブを知る　クラフトコーラ作り

テスト：90％
授業内評価：10％

素材一つ一つに興味を持ち、素材を学ぶ事で、各業界で役立ててください。

　【使用教科書・教材・参考書】　

チーズについて　　　　　　　　　　　　　　　　　　※チーズの歴史と違い　珍しいチーズの食べ比べ（ウォッシュチーズ・ブルーチーズ）

様々な食材・素材に関わる知識（栽培法・種類・特徴等）を学び、食材について研究する。実際に食材に触れて、試食し学ぶ。

※実務経験：2014年～2022年まで現場でパティシエとして勤務、製造責任者、接客なども経験

　【到達目標】　

＜具体的な目標＞
素材や食材について学び、次年度の実習授業に活かせるようになる。

授業計画・内容

ベリー　（いちご、ラズベリー、ブルーベリー等）　　　　　　※食材の食べ比べ　ショートケーキ

チョコレート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※チョコレートの違い・作り方・色々なチョコレートの食べ比べ　

洋栗・和栗について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※栗の甘露煮、渋皮煮、ペースト、食べ比べ　（モンブラン）

卵について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※卵の違い　プリンにして食べ比べ

砂糖について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※砂糖の種類違い作り方　砂糖の有なしで感じる味覚

リキュールについて　　　　　　　　　　　　　　　　※リキュールの違い作り方　生クリームに混ぜての試食

ピューレについて　　　　　　　　　　　　　　　　　※ピューレとは、製造方法、同じものでも製造元で違う味

　【授業の学習内容】　

科目名
（英）

フード＆ビバレッジⅡ
必修
選択

選択必修 年次 2 担当教員 永溝　光一郎

授業
形態

講義
演習

総時間
（単位）



Manner Protocol (2nd level) 30 開講区分 後期

学科・ｺｰｽ リゾートマネジメント 2 曜日・時限

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

準備学習
時間外学習

評価方法

受講生への
メッセージ

　【授業の学習内容】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

科目名
（英）

マナープロトコール（2級）
必修
選択

選択必修 年次 2 担当教員 加藤　亜紀

授業
形態

講義
演習

総時間
（単位）

お酒のマナー：お酒の種類、ワインの基礎知識を学ぶことが出来る。6章の確認テスト、問題集の該当問題を解き、理解を深める。

【学習内容】2級の検定試験は出題形式が3級とは異なり、より深い学習が必要です。問題集、模擬問題を繰り返し解くことで試験問題に慣れ自信をもって2級の検定試験に臨むことがで
きます。1年生で一通りの学習は終えておりますので、グループで記述問題を作成し、皆で解き、自主的に学ぶ時間を取り、達成感を感じられる講義に致します。学習の成果として最終
的に「文部科学省後援マナー・プロトコール検定2級」の合格を目指します。

※実務経験：NPO法人日本マナー・プロトコール協会認定講師。ニチイ学館委託講師22年、接遇マナー研修担当。平成21年に講師業Cherryを起業、大学、専門学校等で非常勤講師と
して「マナー・プロトコール」「ビジネス検定」「ケア・コミュニケーション」「秘書検定」「医療接遇」「キァリア」「ホスピタリティ」の講義等を担当。また企業、医療機関、学校等でのマナー研修
も行う。

　【到達目標】　

社会人を対象とされるワンランク上の「マナー・プロトコール検定2級」の資格取得に臨みます。ワンランク上の資格は就職活動においても自信をもってアピールできま
す。より深い学習により、マナーや美しい所作を身につけることができます。マナーを心得た社会人としても自信をもって社会生活をスタートできます。

授業計画・内容

オリエンテーション（学習の進め方等）。第1章マナーの歴史と意味：テキストで復習し、問題集等で該当問題を解く。該当部分の記述問題作成について
（次回からは生徒達で記述問題を作成し参加する）問題を解くことで2級の問題に慣れることができる。

第2章国際人としてのプロトコール①（パーティのマナーまで）：テキストで復習し、問題集等で該当問題を解く。生徒達で作成した該当部分の記述問題を
解き、ポイント解説を行う。問題を解くことで2級の問題に慣れることができる。

第2章国際人としてのプロトコール②（挨拶と紹介～）：テキストで復習し、問題集等で該当問題を解く。生徒達で作成した該当部分の記述問題を解き、ポ
イント解説を行う。問題を解くことで2級の問題に慣れることができる。

第3章社会人に必要なマナー①（礼装の基準まで）：テキストで復習し、問題集等で該当問題を解く。生徒達で作成した該当部分の記述問題を解くき、
ポイント解説を行う。問題を解くことで2級の問題に慣れることができる。

第3章社会人に必要なマナー②（喜ばれる贈答品～）：テキストで復習し、問題集等で該当問題を解く。生徒達で作成した該当部分の記述問題を解き、ポ
イント解説を行う。問題を解くことで2級の問題に慣れることができる。

前回の（贈答品のマナー～）の部分の記述問題を解く。ポイント解説。
ここまでの内容の復習を行う。問題集を解き、理解を深める。自信を持って中間テストに臨むことができる。

中間テスト（ここまでの内容が理解出来ているか確認テストを行う）・振り返り

「マナー＆プロトコールの基礎知識」、「マナー・プロトコール検定2級・3級問題集」NPO法人日本マナー・プロトコール協会発行

第4章ビジネスシーンのマナー①（接待のマナーまで）：テキストで復習し、問題集等で該当問題を解く。問題を解くことで2級の問題に慣れることができ
る。生徒達で作成したお酒のマナーの記述問題を解き、ポイント解説を行う。

第4章ビジネスシーンのマナー②（ビジネス文書～）：テキストで復習し、問題集等で該当問題を解く。生徒達で作成した該当部分の記述問題を解き、
ポイント解説を行う。問題を解くことで2級の問題に慣れることができる。インターンシップのお礼状作作成、文書構成を理解することができる。

第5章食事のマナー①（和食のマナーまで）：テキストで復習し、問題集等で該当問題を解く。生徒達で作成した該当部分の記述問題を解き、
生徒ポイント解説を行う。問題を解くことで2級の問題に慣れることができる。

和食のマナーの生徒作成の記述問題を解き、ポイント解説。ここまでの模擬問題を解いてみることで問題の形式に慣れることができる。

ここまでの内容の復習を行う。問題集を解き、理解を深める。自信を持って期末テストに臨むことができる。

期末試験

期末テストの振り返り

前回学習した部分の記述問題をグループで作成する。問題集を解き直し復習する。

①中間テスト、期末テストの点数 　80％
②授業態度 ・提出物を期日までにきちんと提出する　　20％

1年生で学んだことを更に学習を深めることで立ち振る舞いやマナーをより理解し、自分のものとすることが出来るでしょう。
ワンランク上の資格を取得することは、皆さんが目指すホテルや観光、航空会社での就活において大きな自信となるでしょう。社会人として仕事をする上
でも大きな自信は皆さんを更に輝かせてくれます。文部科学省後援マナー・プロトコール2級の資格を取得出来るよう一緒に頑張りましょう。

　【使用教科書・教材・参考書】　



Presentation to mark the current year'study 30 開講区分 後期

学科・ｺｰｽ リゾートマネジメント 2 曜日・時限

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

準備学習
時間外学習

評価方法

受講生への
メッセージ

　『　わたしはコンシェルジュ　』　阿部　佳　氏　著

12/3（火）　①気持ちを表す方法　【　①選択肢 　 　　②代替案　　 　③共有共感 　　　 ④プラスワード 　　　⑤ソリューションカウンター 】

12/3（火）　②気持ちを表す方法　【　①選択肢 　 　　②代替案　　 　③共有共感 　　　 ④プラスワード 　　　⑤ソリューションカウンター 】

12/17（火）　①コンシェルジュ信条について　・　　コンシェルジュ協会、レ･クレドールについて　　 ・　　コンシェルジュネットワークと観光業界への貢献

12/17（火）　②コンシェルジュ信条について　・　　コンシェルジュ協会、レ･クレドールについて　　 ・　　コンシェルジュネットワークと観光業界への貢献

1/21（火）　①演習 【　観光案内、交通機関チケット手配の事例 ・ 実践  】　 　 【　レストラン手配の事例 ・ 実践  】

1/21（火）　②演習 【　観光案内、交通機関チケット手配の事例 ・ 実践  】　 　 【　レストラン手配の事例 ・ 実践  】

総まとめ、振り返り

授業は制服着用で出席すること。（身だしなみも整えて清潔感を与えられるように準備をする）

　
平常点（課題）40点 + 試験　50点　+　出席点　10点　＝　計100点

　
①　「基本を知る」　　         　 （　 基本を知って応用が出来る。 ）    
②　「共感力」　　　             　 （　相手の温度に合わせる　⇒　程度 ・ スピード ・ 距離感　を合わせる。）　  
③　「先読みする」　　          　（　下準備を行う。   　　 裏取りをする。 ）  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
➃　「引き出しを増やす」　      （　様々な引き出し。　　深い引き出し。　）

　【使用教科書・教材・参考書】　

11/19（火）　②コンシェルジュとしての備え・歴史的背景・コンシェルジュの資質【  ビジネススキル・コミュニケーションスキル・オペレーションスキル　】

ホテル接遇の基礎知識を学ぶ。気持ちを表す形や方法を認識し、ゲストの信頼を得る為にホテルマンとしてどの様な備え・知識・技術が必要かを認識する。

※実務経験：ホテル勤務年数：28年、コンシェルジュ勤務年数：21年
（ホテル日航福岡 にてフロント係、フロントサービス係、を経てゲストリレーションズ  ／VIP等顧客接遇係　兼　チーフコンシェルジュに配属）
（現在、ホテルオークラ福岡　　ゲストサービス課  課長　兼　コンシェルジュとして勤務）

　【到達目標】　

ホテルマンとしてどの様な備え・知識・技術が必要かを認識し、今後の接遇の基盤となるよう習得する。

授業計画・内容

10/8（火）　①コンシェルジュのホテルでの位置付け・コンシェルジュの職務内容　　【 他部署との連携 】　【 ゲストリレーションズ･バトラーとの違い 】

10/8（火）　①コンシェルジュのホテルでの位置付け・コンシェルジュの職務内容　　【 他部署との連携 】　【 ゲストリレーションズ･バトラーとの違い 】

10/22（火）　①気持ちを表す形　　【　①  プロトコール　　（ホテルマニュアル）　】　【  ②　立ち居振る舞い　（EV、誘導、差し示し、立ち姿勢） 】

10/22（火）　②気持ちを表す形　　【　①  プロトコール　　（ホテルマニュアル）　】　【  ②　立ち居振る舞い　（EV、誘導、差し示し、立ち姿勢） 】

11/5（火）　①傾向と対策　　【　　国別　・　層別　・　年代別　の事例  】

11/5（火）　②傾向と対策　　【　　国別　・　層別　・　年代別　の事例  】

11/19（火）　①コンシェルジュとしての備え・歴史的背景・コンシェルジュの資質【  ビジネススキル・コミュニケーションスキル・オペレーションスキル　】

　【授業の学習内容】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

科目名
（英）

進級制作（コンシェルジュサービス）
必修
選択

選択必修 年次 2 担当教員 松本　真由美

授業
形態

講義
演習

総時間
（単位）



Chinese Language 60 開講区分 後期

学科・ｺｰｽ リゾートマネジメント 4 曜日・時限

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

準備学習
時間外学習

評価方法

受講生への
メッセージ

　日常会話、ビジネス会話のプリント・中国語検定試験過去問プリント、単語集

仕事用のビジネス会話を中心に練習し、臨機応変に対応する能力を高めることができる。

教室でグループを分けて、卒業後の仕事現場を作って、中国語で案内することができる。

後期の学習内容を全面的に復習し、授業効果を一層高めることができる。

期末試験前の総合的な復習、口頭試問の答えも十分に練習することができる。

評価週、期末試験（リスニング・会話・レポートを含む）

まとめ、反省会、これからの仕事に向かって、更に人生の高い目標を目指して頑張っていくことができる。

授業の前に、復習・予習が必要で、単語、フレーズを随時に暗記する。インターネット上の中国語を聞いたり、練習したりして、できるだけたくさんの言葉を
覚えるように努力してもらう。

●授業態度（３０％）
●小テスト（２０％）
●定期テスト（５０％）
割合で成績評価を行う。

皆さん、前期の授業でよく頑張ってくれて、ありがとう！中国語を更に上手に身につけられるように、後期も工夫しながら一緒に前へ進んでいきましょう。
将来仕事に使えるビジネス中国語を中心に、単語の量を増やし、決まったフレーズをしっかりと覚え、就職してからすぐに中国語でお客様に対応できるよ
うに、日々こつこつと努力することが大事です。どうか皆で力を合わせ、これからの楽しい学校生活を過ごしましょう。

　【使用教科書・教材・参考書】　

空港・ホテルの様々な場面を作って、習った言葉、フレーズを活用することができる。

検定試験の問題について、各部分を徹底的に練習しながら、日常会話・業務用語も学ぶことができる。

検定試験の過去問を練習すると同時に、言葉の量を増やし、基礎文法を重点的に学ぶことができる

リスニング問題を重点的に練習し、自分の弱点を見つけて、克服することができる。

長年に亘り、言語学と教育方法学の理論に基づいて、エキスパートとしての中国語教育を行ってきました。エアライン・ホテル業務に使えるオリジナル教材を作って、
前期の勉強を踏まえ、中国語の基礎を更に固め、発音・文法・会話を中心に深く指導していきます。
授業の内容を身につけるだけでなく、自らの勉強を通じて問題解決の能力を高めるように期待しています。プリントを配り、日常会話・ビジネス会話を繰り返し読んだり
暗記したりさせ、流暢に話せるまで練習してもらいます。また、数十年の教育経験を活かして、受講生が中国語検定試験HSK２級、３級に合格できるように、、試験問
題を解くノウハウを丁寧に説明し、クラス全員で力を合わせて、目標を目指して頑張ってもらいます。								

　【到達目標】　

グローバル化社会に於いて適応力が高い人間になるため、コミュニケーション能力、特に外国語のレベルが問われるという意識を持って、中国語を身につける重要性
が深く認識できます。また、中国語の自己紹介をはじめ、日常会話、ビジネス会話、将来の仕事現場で中国人観光客に対するサービス提供ができるように、今から少
しずつ進んでいき、卒業するまで中国語が話せるように皆で頑張ります。前期の続きとして、中国語検定試験HSK２級、３級に合格できるように奮闘してもらいます。

授業計画・内容

前期に習った内容を全面的に復習し、発音・四声・イントネーションについて徹底的に練習することができる。

検定試験の過去問についての共通性を見つけ、その対策を身につけることができる。。

検定試験の最終的な復習と合格できるノウハウを徹底的に身に着けることができる。

　【授業の学習内容】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

科目名
（英）

中国語
必修
選択

選択必修 年次 3 担当教員 李　霜華

授業
形態

講義
演習

総時間
（単位）

前期に続き、中国語検定試験HSK２級問題を取り上げて、各部分に分けて、詳しい説明を聞いて、そのノウハウを理解することができる。

過去問の練習について一回ずつ自分の目標を立てて、その達成感を味わいながら、更に高い目標へ進むことができる。



Accommodation business training Ⅱ 30 開講区分 後期

学科・ｺｰｽ リゾートマネジメント 2 曜日・時限

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

準備学習
時間外学習

評価方法

受講生への
メッセージ

　【授業の学習内容】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

科目名
（英）

宿泊業務演習Ⅱ　他
必修
選択

選択必修 年次 2・3 担当教員 林田　裕也

授業
形態

講義
演習

総時間
（単位）

フロントから部屋までのエスコートを実践的に習得する

サービスについての基本的なマインドや対応について学びます。また実技を通して実践力を身に着けます。

※実務経験：パークハイアット東京7年間勤務、リゾートトラスト社東京ベイコート倶楽部東京後、株式会社プライムコンセプト13年専務取締役、株式会社プライムブラ
ンディングデザイン取締役副社長、ホテル旅館運営会社　株式会社Planact取締役副社長。

　【到達目標】　

サービススタッフとしての基本的なマインドの基本と対応姿勢を学ぶ。
基本的なサービスアテンドの流れを実技形式で習得を目指す。

授業計画・内容

ホテリエとしてのサービスマインドを理解できる

お客様の目的を理解する

お客様をエスコートする時の基本マインドと立ち居振る舞いの習得

エントランスからエレベーターへのエスコートを実践形式で習得する

エレベーターからロビーへのアテンドをする際の基本とエスコート姿勢を習得する

ロビーでのチェックイン、ウェイティング、ロビー対応を習得する①

ロビーでのチェックイン、ウェイティング、ロビー対応を習得する②

無し

客室案内のエスコートを習得する

ロビーでのお客様からの様々なリクエストへの対応力を付ける①

ロビーでのお客様からの様々なリクエストへの対応力を付ける②

サービススタッフとして、お客様からのリクエストへの対応力を磨く①

サービススタッフとして、お客様からのリクエストへの対応力を磨く②

実技試験①

実技試験②

無し

授業参加率と参加姿勢（６０点）＋実技発表（４０点）＝合計１００点

ホテルの基本的なマインドをお客様対応の目線で身に着ける事で、今後のサービス力が変わります！しっかり学んで行きましょう！

　【使用教科書・教材・参考書】　



Accommodation business training Ⅰ 30 開講区分 後期

学科・ｺｰｽ リゾートマネジメント 2 曜日・時限

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

準備学習
時間外学習

評価方法

受講生への
メッセージ

　【授業の学習内容】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

科目名
（英）

宿泊業務演習Ⅰ
必修
選択

選択必修 年次 1 担当教員 林田　裕也

授業
形態

講義
演習

総時間
（単位）

ホテルの客室案内の基本と学ぶ事ができる

サービスについての基本的なマインドや対応について学びます。また実技を通して実践力を身に着けます。

※実務経験：パークハイアット東京7年間勤務、リゾートトラスト社東京ベイコート倶楽部東京後、株式会社プライムコンセプト13年専務取締役、株式会社プライムブラ
ンディングデザイン取締役副社長、ホテル旅館運営会社　株式会社Planact取締役副社長。

　【到達目標】　

基本的なホテリエとしてのマインドの基礎と役割を理解できる。
基本的なホテリエとしての立ち居振る舞いを実際のシチュエーションを交えて身に着ける事ができる。
今後の接客サービスの基礎となる振る舞いを身に着ける事を目指す。

授業計画・内容

ホテリエとしてのサービスマインドを理解できる

お客様との距離感と間合いの重要性を理解できる

ホテルのサービススタッフとしての基本的なアテンド方法

ホテルとしてエントランスからエレベーターアテンドの基本を理解できる

ホテルとしてのエレベーター内のトークスキルを数特する

ホテルとしてのチェックインの基本的な流れを理解できる①

ホテルとしてのチェックインの基本的な流れを理解できる②

無し

ホテルサービスにおけるイレギュラーリクエストへの対応力を習得する

ホテルサービスにおけるイレギュラーリクエストへの対応力を習得する②

エントランスからロビーアテンド、チェックインの流れを実技を通して習得する①

エントランスからロビーアテンド、チェックインの流れを実技を通して習得する②

エントランスからロビーアテンド、チェックインの流れを実技を通して習得する③

実技試験①

実技試験②

無し

授業参加率と参加姿勢（６０点）＋実技発表（４０点）＝合計１００点

ホテルの基本的なマインドをお客様対応の目線で身に着ける事で、今後のサービス力が変わります！しっかり学んで行きましょう！

　【使用教科書・教材・参考書】　



Hotel management exam 30 開講区分 後期

学科・ｺｰｽ リゾートマネジメント 2 曜日・時限

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

準備学習
時間外学習

評価方法

受講生への
メッセージ

・学生使用テキスト　ホテル・マネジメント概論
・他プリント配布　あるいはＰＰＴやPDF表示による課題　　　※基本的に過去問題中心に学習します。

本校において、コロナ禍で激変する世界市場の中でホテルマーケットがどの様に変化変貌するのか、未を予測をしながら、収益を上げる為のマネジメント手法の基礎
からコストコントロールの重要性を学び、未来に通じる経営数値管理知識や分析能力を持てる指導の為、数値分析問題などを中心に指導実施する。

※実務経験：ホテル業界に４０年以上在籍し、関東私鉄系、航空系、外資系、地方独立系等の５件の開業プロジェクトを経験し、２０１４年にホテル旅館運営支援事業
の㈱HAMAソリューションズ設立し、ホテル旅館の運営コンサル実施し、現在7期目に至る。

ホテル業界を目指す学生の多くは接客が好きだとか、ホテルオペレーションに関心の高い人が多くいます。勿論、ホテル業の最前線は接客サービスで始まりますが、
ご存じの通り、今ホテル開発は商業施設、オフィッス施設、ホテル宿泊施設として不動産デベロッパーにより複合施設として世界中で開発されています。その中で不動
産開発する側とホテル運営現場で働く人とのビジネス経営の知識格差が散見されます。もはやホテル業界では「おもてなし」だけでは食えない時代になりました。現場
は現場教育で時間をおけば習得できますが、ホテル業をビジネスとしてホテル経営学の本質と実践を学び、習得する事で上位職への門が開かれます。当面の目標と
して在学中にホテルマネジメント検定試験３級合格を目指す。

ホテルマネジメント検定3級の受験合格を目指します。最近の問題の傾向に、日頃の世界や日本の観光業、ホテル、旅館、航空業界などの話題に関する
出題が散見されます。業界に関するメディア情報に敏感に反応しましょう。又分析数値問題にも慣れる事が大切です。数値判断は社会に出てからも必要
なスキルになり、学生時代に慣れる事が一番です。合格目指し、頑張ろう。

　【使用教科書・教材・参考書】　

ホテルマーケティングとホテル購買管理の仕組み、人材育成の重要性が理解できる　　　　過去問題

評価日

基本同じ問題はしない。　　課題レポートにて実施

ホテル宿泊業の事業特性を深く認識し、売上は減っても利益を出す仕組みがないか？のテーマに挑む。ホテルレストラン業界をオペレーターとして志望
する学生が多い中で、この業界を企業ビジネスとして他業界と比較する目線を持つことが重要と考える。学生には新聞等のメディアで色んな産業経済に
目線を向ける習慣付けを指導したい。

※2025年秋に検定受験予定

筆記試験　１００％　　　参考に提出レポート等　評価

施設管理業務の知識と技能が理解できる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　過去問題

危機管理職種　コンプライアンスの知識と技能が理解できる　　　　　　　　　過去問題

ホテル事業計画につき、必要な知識が理解できる　　　　　　　　　　　　　　　　過去問題

ホテル会計の概要が理解できる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　過去問題

損益計算書や損益分岐点売上や主要分析指標の内容が理解できる　　　　過去問題

宿泊業務に必要な知識と技能が理解出来る　　　　　　　　　　　　　　　　　 　過去問題

科目名
（英）

ホテルマネジメント技能検定
必修
選択

授業
形態

選択必修

講義
演習

年次

総時間
（単位）

2 担当教員 髙橋　良一

料飲業務に必要な知識と技能が理解出来る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　過去問題

宴会部門に必要な知識と技能が理解できる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　過去問題

営業部門に必要な知識と技能が理解できる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　過去問題

ホテルマーケティングの知識と技能が理解できる　　　　　　　　　　　　　　　　過去問題

　【授業の学習内容】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

　【到達目標】　

授業計画・内容

ホテル・マネジメント概論　授業の進め方につき、レクチャー　　半期の授業の流れを理解することができる

ホテルマネジメントとホテルマーケティングとホテル財務会計とレベニューマネジメント教科の関係性を理解することが出来る



English　LanguageⅠ 30 開講区分 後期

学科・ｺｰｽ リゾートマネジメント 2 曜日・時限

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

準備学習
時間外学習

評価方法

受講生への
メッセージ

　【授業の学習内容】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

科目名
（英）

英語Ⅰ
必修
選択

選択必修 年次 2 担当教員 ODEGBARO TUNDE　/　常井　大輝

授業
形態

講義
演習

総時間
（単位）

ロールプレイ（ホテルの接客をやってみよう）2人一組、レセプション、コンシェルジュ、ブッフェレストランの対応）ロールプレイ本番

リーディング、リスニング、ライティング、スピーキングをすることを日常化し英語に触れる時間を増やす。

※:実務経験：米国セントラルフロリダ大学ホスピタリティマネジメント学部を卒業し、日本へ帰国後東京の不動産・ホテル運営会社へ入社。外資系シティホテルへ出向
し約2年半勤務。OTAのセールス、マーケティングを担当。同時に兼務として新規大型ラグジュアリーホテルのレベニューマネージャーを担当し、開業準備に携わる。
2023年に独立し、株式会社Hospitality Bridgeを創業。観光業をメインとしたコンサルティング会社として、集客向上、経営コンサルティング、オペレーションコンサルティ
ング、DMOなどの自治体むけセミナーなどを行う。

　【到達目標】　

学期を通して英語の本を一冊読み、それに関するレポートを英語で書く。TED Talkを聞いて、次回の授業で何を聞いて学んだかを英語で短いスピーチを毎回行う。

授業計画・内容

自己紹介。クラスの流れを説明。学期を通して読む本を決める。次回までに自己紹介を英語で書いて提出する？

クラス内で英語で話をする。クラス分け。自己紹介（名前、出身、将来の夢、今夢中になっていること）？

クラス分け最初の授業。自己紹介part2。（名前、行ってみたい国、行ったことのある国、好きな地域とその国に関して）

映画を見て、要約文を書いてみる。（マイインターン、フォレストガンプ、プラダを着た悪魔、グレイテストショーマン、天使にラブソングを1 or 2、グリーン
ブック）

文法講座（自己紹介文と要約文をから不自然な点、良い表現、アドバイスをピックアップして共有）

ロールプレイ（ホテルの接客をやってみよう）2人一組、レセプション、コンシェルジュ、ブッフェレストランの対応）スクリプトの作成、修正を繰り返す。

ロールプレイ（ホテルの接客をやってみよう）2人一組、レセプション、コンシェルジュ、ブッフェレストランの対応）初稿提出、スクリプトの読み合わせ、練習

TED Talk の宿題を共有してみよう。

最終レポートに向けた読書の進捗を共有して、どんな本か友達に伝えよう

文法講座（ロールプレイのスクリプトやTed Talk レポートからピックアップ）

エッセイを書いてみよう。エッセイの説明。

エッセイを書いてみよう。エッセイの説明。

エッセイ提出

エッセイ評価、読書の要約を提出、授業に出た文法をテスト

読書、TED Talk のリスニングとレポート

読書要約レポート（30%）、TED Talk リスニング＆レポート（30%　2%×15回)　エッセイ（10%)、映画要約（10%)、ロールプレイ　(10%)、文法テスト（10%)

英語に触れて慣れてもらうことが一番学びになります。机で黙って話を聞く授業ではないので、積極的に参加し、聞いたり、話したり、書いたりしながら楽
しい授業にしましょう！

　【使用教科書・教材・参考書】　



Toeic measures 60 開講区分 後期

学科・ｺｰｽ リゾートマネジメント 4 曜日・時限

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

準備学習
時間外学習

評価方法

受講生への
メッセージ

　【授業の学習内容】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

科目名
（英）

TOEIC対策
必修
選択

選択必修 年次 2 担当教員 常井　大輝

授業
形態

講義
演習

総時間
（単位）

模擬テスト　TED Talk 宿題

TOEIC 対策として、リーディングと文法を徹底的に履修します。過去問を活用し、時間を計測して試験の方式に慣れてもらいます。それを計7回の半分は試験に利用し、他の回は、英語に慣れてもらうため、英語で
話したり、聞いたりする機会とします。TED Talk を活用し、英語で要約レポートを書いてもらうことで、英語の基礎力を高めます。ネイティブの英語を聞き取れるようになることで、リーディングの速読や、文法が理論
ではなく自然と出てくるようになります。ただしリスニングだけでは正しい英語（ビジネスレベル）を身につけることが難しいため、リーディングとライティングで補正していきます。

※実務経験：米国セントラルフロリダ大学ホスピタリティマネジメント学部を卒業し、日本へ帰国後東京の不動産・ホテル運営会社へ入社。外資系シティホテルへ出向し約2年半勤務。OTAのセールス、マーケティン
グを担当。同時に兼務として新規大型ラグジュアリーホテルのレベニューマネージャーを担当し、開業準備に携わる。2023年に独立し、株式会社Hospitality Bridgeを創業。観光業をメインとしたコンサルティング会社
として、集客向上、経営コンサルティング、オペレーションコンサルティング、DMOなどの自治体むけセミナーなどを行う。

　【到達目標】　

１回目の模擬試験の結果から自ら目標得点を設定してもらいます。

授業計画・内容

自己紹介　TOEIC対策に向けて　TED Talk の活用について

模擬テスト　自分のレベルを把握する。　TED Talk 宿題

自己分析と目標設定を行う。わからないところ、苦手を把握し、他人に共有する。学び合う。TED Talk 宿題

模擬テスト　TED Talk 宿題

自己分析　変化はあったか把握する。前回わからなかったが、今回は分かったことをアハ体験を通じて脳に焼き付ける。　TED Talk 宿題

模擬テスト　TED Talk 宿題

自己分析　変化はあったか把握する。前回わからなかったが、今回は分かったことをアハ体験を通じて脳に焼き付ける。　TED Talk 宿題

自己分析　変化はあったか把握する。前回わからなかったが、今回は分かったことをアハ体験を通じて脳に焼き付ける。　TED Talk 宿題

模擬テスト　TED Talk 宿題

自己分析　変化はあったか把握する。前回わからなかったが、今回は分かったことをアハ体験を通じて脳に焼き付ける。　TED Talk 宿題

模擬テスト　TED Talk 宿題

自己分析　変化はあったか把握する。前回わからなかったが、今回は分かったことをアハ体験を通じて脳に焼き付ける。　TED Talk 宿題

模擬テスト　TED Talk 宿題

TOEIC 本番？

TED Talk（もしくは映画） の番組の中から自分が興味があるものを視聴し（15分以上のもの）要約レポートを英語で作成してくる。模擬テストで間違えたと
ころを把握し、次回のクラスで共有、どういう問題であったか説明を自ら行う。

模擬テスト、本番におけるリスニング、リーディングそれぞれの目標値達成率（最後の点数/目標値　％）。

TOEIC対策だけの座学授業ではありません。英語に触れる機会を増やせば自然と問題が解けるようになります。単語を覚える、文法を覚えるのは単語
帳を読んだり参考書を読んだりするのではなく、レポートを書いたり、映画をみたり自然の生活をしながら少し習慣を変えてみることで楽しんで覚えていき
ましょう。



Career program 30 開講区分 後期

学科・ｺｰｽ リゾートマネジメント 2 曜日・時限

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

準備学習
時間外学習

評価方法

受講生への
メッセージ

クリフトンストレングスファインダーhttps://store.gallup.com/p/ja-
jp/10003/%E3%82%AF%E3%83%AA%E3%83%95%E3%83%88%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%AC%E3%83%B3%E3%82%B0%E3%82%B934?c=1

海外ホテルでのインターンシップ経験の話

アメリカのホスピタリティ：ビジネス視点とおもてなし視点

海外カフェ接客術。米国接客英語のロールプレイ（演劇）を映画のワンシーンのようにやってみた

アメリカ入国審査ロールプレイ。緊張しないでやってみよう。？海外渡航後の場合変更

聞きたいこと、自習タイム

オンラインMTGをやってみる？

レポート：やりたいことは見つかったか。興味のある分野は見つかったか。

期末テスト（100％）

自分を知り、将来について考える時間を少し作ってみましょう。流れに乗る人生、流れに乗らずに自ら切り開く人生など色々ありますが、自分が望む生き
方を考えると学ぶ意味もなんとなくわかるかもしれません。私はそれをアメリカ大学生活4年目で考え始めました。

　【使用教科書・教材・参考書】　

海外での生活についての話

自分のキャリアビジョンを探してみる。やりたいこと、興味のあることを自己分析し、業界内での仕事を幅広く知ることで自分がやってみたい選択肢の幅を広げる。

※実務経験：米国セントラルフロリダ大学ホスピタリティマネジメント学部を卒業し、日本へ帰国後東京の不動産・ホテル運営会社へ入社。外資系シティホテルへ出向
し約2年半勤務。OTAのセールス、マーケティングを担当。同時に兼務として新規大型ラグジュアリーホテルのレベニューマネージャーを担当し、開業準備に携わる。
2023年に独立し、株式会社Hospitality Bridgeを創業。観光業をメインとしたコンサルティング会社として、集客向上、経営コンサルティング、オペレーションコンサルティ
ング、DMOなどの自治体むけセミナーなどを行う。

　【到達目標】　

やりたいこと、興味があることを見つける。

授業計画・内容

自己紹介、クラスに関して、経歴と起業の経緯説明。やりたいこと、興味があること、夢などを共有する（学生からも）

自己分析：性格判断16personalities とクリフトンストレングスファインダー（有料）

人生設計をしてみる。何歳までにどんなことしてる？どんな家に住んでいる？資産はいくら？家族構成は？

自分はどんな仕事が向いているのか、それはやりたいことなのか、モチベーションは何か、レポートする。

仕事の選択肢の幅を広げる。就職活動に向けて（ジョブフェアーの紹介）。

自己経歴の更新。Linked In、マイナビなどの活用。

バイトを探してみる。キャリアプランの第一歩。応募し働くかはあなた次第。

　【授業の学習内容】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

科目名
（英）

キャリアプログラム
必修
選択

選択必修 年次 2 担当教員 常井　大輝

授業
形態

講義
演習

総時間
（単位）



Restaurant service training 30 開講区分 後期

学科・ｺｰｽ リゾートマネジメント 2 曜日・時限

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

準備学習
時間外学習

評価方法

受講生への
メッセージ

　【授業の学習内容】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

科目名
（英）

レストランサービス演習
必修
選択

選択必修 年次 2 担当教員 麻生　亮

授業
形態

講義
演習

総時間
（単位）

料理コントロールと各備品の確保と洗浄

授業を通じて実社会で通用するスキルを身につけていきます。

※：実務経験
レストランひらまつ：レストランサービス２年・ホテルオークラ福岡：レストランサービス２０年勤務

　【到達目標】　

授業計画・内容

学習の目的をと概要を知る事でレストランサービスの一連の流れを学ぶ事が出来る

サービスツールの使用方法と取り扱いを学び実践できるようになる（皿・シルバー・トレイ）

サービスツールの使用方法と取り扱いを学び実践できるようになる（グラス）

電話予約とテーブルレイアウトの関係を学ぶ事が出来る

事前予約者とウォークインゲストの違いを学ぶ事が出来る（第一印象）

コース料理と単品料理の注文と料理提供順の考え方をマ暗部事が出来る

料理と飲み物の関係を学ぶ事が出来る

実務で活かせる考え方と実践で活かせる行動力を身につけます。

西洋料理　料飲接遇サービス技法

注文品の相違と残った料理の考え方と報告

追加注文（料理・飲物）と売上と時間の関係

下げ物と片付けと労働時間の関係を学ぶ事が出来る

ランチ前ミーティング、ディナー前ミーティング、営業終業後と次回出勤の考え方を学ぶ

試験対策の対策

試験対策

まとめ

他科目とのリンク

筆記試験 100%

まだ見ぬ世界へ

　【使用教科書・教材・参考書】　



Restaurant service skill test 30 開講区分 後期

学科・ｺｰｽ リゾートマネジメント 2 曜日・時限

1回目

2回目

3回目 レストランサービスの内容（テーブルサービス・持ち方・運び方・歩行動作・方法・片づけ・事故対処・調理の仕上げ）を学び理解する事ができる

4回目 レストランサービスの内容（予約・解約・メニュー管理）を学び理解する事ができる

5回目 レストランサービスの内容（料理、食器等の異常・一般的な救護方法・食事のサービスマナー）を学び理解する事ができる

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

準備学習
時間外学習

評価方法

受講生への
メッセージ

西洋料理　料飲接遇サービス技法

食文化の歴史・作法・変遷を学び基礎知識を理解する事が出来る。

施設管理（防火管理・消火装置・警報装置・維持）を学び重要性を学ぶ事が出来る

苦情対応と遺失物の取り扱いを学び説明出来る様になる

食品衛生・公衆衛生及び安全衛生を学び理解できるようになる

試験対策

期末試験

まとめ

他科目とのリンク

筆記試験 100%

まだ見ぬ世界へ

　【使用教科書・教材・参考書】　

施設管理（防火管理・消火装置・警報装置・維持）を学び重要性を学ぶ事が出来る

授業を通じて実社会で通用するスキルを身につけていきます。

※：実務経験
レストランひらまつ：レストランサービス２年・ホテルオークラ福岡：レストランサービス２０年勤務

　【到達目標】　

2025年8月学科試験全員合格

授業計画・内容

レストランにおけるサービス方法・任務・開店準備・案内・注文・会計・販売促進・テーブルサービスを学び観点を把握する事が出来る

食文化の歴史・作法・変遷を学び基礎知識を理解する事が出来る。

レストランサービスの内容（食事の国際習慣・プロトコールの歴史、5原則・席次、序列・名称・配席・国旗・服装）を学び理解する事ができる

食文化の歴史・作法・変遷を学び基礎知識を理解する事が出来る。

　【授業の学習内容】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

科目名
（英）

レストランサービス技能検定
必修
選択

選択必修 年次 2 担当教員 麻生　亮

授業
形態

講義
演習

総時間
（単位）



Restaurant service skill test 30 開講区分 後期

学科・ｺｰｽ 観光マネジメント 2 曜日・時限

1回目

2回目

3回目 レストランサービスの内容（テーブルサービス・持ち方・運び方・歩行動作・方法・片づけ・事故対処・調理の仕上げ）を学び理解する事ができる

4回目 レストランサービスの内容（予約・解約・メニュー管理）を学び理解する事ができる

5回目 レストランサービスの内容（料理、食器等の異常・一般的な救護方法・食事のサービスマナー）を学び理解する事ができる

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

準備学習
時間外学習

評価方法

受講生への
メッセージ

　【授業の学習内容】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

科目名
（英）

レストランサービス技能検定
必修
選択

選択必修 年次 2 担当教員 麻生　亮

授業
形態

講義
演習

総時間
（単位）

施設管理（防火管理・消火装置・警報装置・維持）を学び重要性を学ぶ事が出来る

授業を通じて実社会で通用するスキルを身につけていきます。

※：実務経験
レストランひらまつ：レストランサービス２年・ホテルオークラ福岡：レストランサービス２０年勤務

　【到達目標】　

2025年8月学科試験全員合格

授業計画・内容

レストランにおけるサービス方法・任務・開店準備・案内・注文・会計・販売促進・テーブルサービスを学び観点を把握する事が出来る

食文化の歴史・作法・変遷を学び基礎知識を理解する事が出来る。

レストランサービスの内容（食事の国際習慣・プロトコールの歴史、5原則・席次、序列・名称・配席・国旗・服装）を学び理解する事ができる

食文化の歴史・作法・変遷を学び基礎知識を理解する事が出来る。

西洋料理　料飲接遇サービス技法

食文化の歴史・作法・変遷を学び基礎知識を理解する事が出来る。

施設管理（防火管理・消火装置・警報装置・維持）を学び重要性を学ぶ事が出来る

苦情対応と遺失物の取り扱いを学び説明出来る様になる

食品衛生・公衆衛生及び安全衛生を学び理解できるようになる

試験対策

期末試験

まとめ

他科目とのリンク

筆記試験 100%

まだ見ぬ世界へ

　【使用教科書・教材・参考書】　
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